
南
比
良
樹
下
神
社

（
十
禅
師
神
社
）の
由
来

社
伝
に
開
化
天
皇
歳
次
四
二
年

（
西
暦
前
一
九
九
）比
良
大
峰
に

降
臨
霊
跡
を
垂
れ
山
上
に
社
を
建

て
こ
れ
を
祀
っ
た
と
あ
る
。

ま
た
、
一
説
に
比
良
大
明
神
の

招
請
に
よ
り
山
王
十
禅
師
を
勧
請

し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
按
ず
る
に
往
古
は
比
良

神
を
産
土
神
と
祀
っ
て
い
た
が
平

安
前
期
に
延
暦
寺
の
勢
力
に
よ
り

日
吉
山
王
の
神
を
祀
っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

古
記
に
、
村
上
天
皇
天
暦
元
年

（
九
四
七
）
に
、
当
初
の
禰
宜 

三
和
良
種
の
一
子
太
郎
丸
に
神
託

が
あ
っ
て
山
城
の
国
北
野
の
地
と

当
社
境
内
に
天
神
を
祀
る
と
あ

り
、
同
境
内
に
天
満
神
社
が
あ
る

が
元
和
八
年（
一
六
二
二
）比
良

村
が
南
北
に
別
れ
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）樹
下
神
社（
十
禅
師

神
社
）を
南
比
良
村
、
天
満
神
社

を
北
比
良
村
の
氏
神
と
定
め
境
内

を
両
分
し
た
。

な
お
、元
亀
の
変（
一
五
七
〇
～

一
五
七
二
）の
時
、
比
良
山
壇
陀

坊
と
と
も
に
当
社
も
焼
亡
し
た

が
、
こ
の
兵
乱
を
予
知
し
て
神

宝
、
古
文
書
等
を
蒲
生
郡
八
幡
山

丹
羽
氏
保
蔵
主
家
に
預
け
た
後
、

延
宝
八
年（
一
六
八
〇
）其
曾
孫 

七
郎
兵
衛
表
辰
よ
り
そ
の
一
部
が

返
送
さ
れ
、
神
社
の
宝
物
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
返
進
目
録
も
現
存

し
て
い
る
。

拝殿含む全景

樹下神社

南
比
良
樹
下
神
社 

み
な
み
ひ
ら

じ
ゅ
げ
じ
ん
じ
ゃ
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